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論 文 内 容 の 要 旨 
 社会・経済・政治・文化などさまざまなレベルにおいて、マイノリティを排除するシステムが「日本社会」
に存在している現在、マジョリティとマイノリティの結合－分離のメカニズムの解明は、両者の＜共生＞を展
望する上で不可欠の課題である。本論文は、「日本社会」における典型的なマイノリティ問題として被差別部落
（以下、部落）問題をとりあげ、部落マイノリティのアイデンティティ形成ならびにマジョリティ「日本人」
との社会関係について検討を行っている。 
 序章では、専攻研究をレビューしたうえで、「部落民」としてのアイデンティティがどのような形で獲得され
継承されているのか、彼／彼女らが部落外マジョリティとどのような社会関係を形成しているのかを問うため
に、＜顕在－潜在＞および＜結合－分離＞の二軸を用いたエスニック関係の分析枠組みが有効であることを指
摘した。 
 第１部では、エスニック関係の＜顕在－潜在＞の視点から、「部落民」アイデンティティについて論じている。
一連の分析から、潜在化要因としての「差別への不安」と「差別の無根拠性」、顕在化要因としての「誇り」の
意識を見出した。こうした潜在化要因と顕在化要因のはざまで、「部落民」としてのアイデンティティは獲得さ
れ、継承されつつあることを示した。 
 第２部「部落－部落外の社会関係」では、＜結合－分離＞の条件を明らかにするための事例として、部落－
部落外の結婚問題を取り上げた。各種のデータから、差別解消の指標とされてきたインターマリッジは一貫し
て増加しているものの、結婚差別体験の割合は減少していないことを明らかにした。また、従来の結婚差別研
究が、部落差別に基づく結婚差別のみを想定することが多かったのに対して、現代の配偶者選択システムその
ものが結婚差別を生み出す基盤になっていることを指摘した。加えて、インターマリッジ・カップルを事例と
して、結婚差別を生じさせない、あるいは乗り越えるための条件を析出した。 
 補論では、「人種・民族」に対する偏見解消の一条件とされる「接触仮説」が、部落マイノリティの場合にも
適用しうることを論証した。 
 終章では、部落マイノリティの顕在化の可能性と、結合すなわち＜共生＞関係の条件をまとめ、今後の政策
的方向性に関する提言を試みた。人権の保障や社会経済的不平等の撤廃を前提としつつ、＜共生＞関係を導く
ための条件として、(1)部落解放運動ならびに部落マイノリティのアイデンティティへの理解、(2)「接触仮説」
の知見にもとづく部落マイノリティと部落外マジョリティの接触の場の設定と、カムアウト可能な条件の整備、
(3)差別－被差別関係以外の社会的役割を介した結合関係の可能性、(4)部落マイノリティの肯定的アイデンテ
ィティ形成のための支援、(5)部落マイノリティとの出会い・結婚をネガティブなこととして、またリスクやコ
ストとして認識されない社会の形成をあげた。すなわち、多様性が積極的に承認される社会を目指すことこそ
が、差別軽減、そして部落問題解決のための道筋となることを指摘した。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、現代日本の被差別部落（以下、部落と表記することあり）に関する社会学的実証研究である。い
うまでもなく被差別部落は、近代日本の国民国家形成過程において社会の主流から排除されつつ包摂されてき
たマイノリティ集団の一つである。これを研究対象とする本論文の特徴は、以下の三点にまとめることができ
る。まず第一に、視点の独創性である。本論文はエスニック・マイノリティ研究の理論的枠組みと最新の研究
成果を取り入れているが、エスニシティ論を基本的視座とする被差別部落の研究例は、社会学界ではきわめて
少ない。第二に、研究テーマが被差別部落のアイデンティティと社会関係の問題に絞り込まれている。そして、
国内外のエスニック・マイノリティ研究が今日共通して重視しているアイデンティティ形成論およびエスニッ
ク関係論への理論的貢献が企図されている。このように研究の視点とテーマにおいて「開放系としての被差別
部落研究」が志向されている点が、本論文の大きな特色である。また第三の特徴として、実践面への目配りが
ある。本論文はあくまでもエスニック・マイノリティに関する基礎研究ではあるが、それと同時に、部落問題
の解決に繋がる実践的知見を「中範囲理論」として斯界に提供しようとしている。以上の特徴を持つ論文であ
るだけに、論文審査の目がこれらの諸点に厳しく向けられたことは勿論である。 
 「序章 部落－部落外の社会関係の分析に向けて」では、従来の部落研究がアイデンティティと社会関係の
側面を見落としていたことを検証し、自らの研究の独創性を示唆している。そして、これらの側面に関しては
人種･民族研究を通して鍛え上げられたエスニック関係論の分析枠組みが有効であることを論証した。これら研
究対象および研究視座の導出過程はいずれも論理整合的であり、それ故、論理の帰結は妥当なものと評価できる。 
 序章に続く本論はアイデンティティに関する第１部と、社会関係に関する第２部で構成されている。「第１章 
『部落民』規定における他者規定の陥穽」は、部落民アイデンティティの顕在化可能性を望ましい社会の一基
準とする立場から、その阻害要因を多面的に分析している。とくに部落差別解消のために従来から提唱されて
きた「いわれなき差別」、「部落差別の無根拠性」なるロジックの潜在化圧力が批判的に検討されている。本章
は部落アイデンティティ形成論を試みる論者なりの立場を明確にしたものであり、本論文全体の意図を読者に
汲み取りやすいものにしている。 
 「第２章 部落マイノリティの集団的アイデンティティの浸透と変容」のテーマは、部落アイデンティティ
の形成過程である。本章の研究にあたり、論者は60年代以降現在まで全国各地で収集されてきた膨大な部落意
識調査の資料に分け入った。じつはその大半が本学所蔵のものであるが、そこから論者は、部落意識調査は行
政による同和対策事業の効果測定と、運動団体による「解放運動」への参加測定とが絡み合って展開されたも
のであり、そこには「闘う部落民」なるアイデンティティ形成が一貫したテーマとして流れていたことを明ら
かにした。本章は、故山本登教授をはじめとする大阪市立大学の部落関連調査の蓄積に支えられた研究であり、
本学ならではの意義ある一成果と言えよう。 
 「第３章 部落出身青年の部落観・部落問題観」は、部落青年の間には自らの出身を「隠したい」とする部
落民アイデンティティに対する否定的自己評価もある一方で、多くの若者たちが肯定的に評価していることを
明らかにした。しかし同時に、「隠したくない」という意識の割合に比してカムアウトの行為の割合は低く、ア
イデンティティの潜在化傾向が窺われる。これらの事実を統計的に分析した結果、潜在化要因として「差別へ
の不安」と「差別の無根拠性」が、一方の顕在化要因として「誇りproudness」の意識が、それぞれ析出されて
いる。さらに論者は、アイデンティティの形成と顕在化におけるパーソナル・ネットワークとコミュニティの
機能を明らかにすることによって、実践に向けた中範囲理論の抽出にも成功した。 
 第２部「部落－部落外の社会関係」では、「インターマリッジ」を一事例に取り上げ、部落アイデンティティ
を顕在化させつつも部落外との結合関係が形成される可能性を問う。一般にエスニシティ研究では、所謂エン
ドガミーは究極のエスニック関係とみなされる場合が多いが、従来の部落研究も、これを差別解消の有力指標
とみなしてきた。しかし、本論はここでも従来の研究に批判的である。「第４章 結婚と部落差別」では、各種
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意識調査からインターマリッジは一貫して増加しているものの、結婚差別の体験は減少しておらず、むしろ増
加しつつあることを突き止めている。その解釈として、インターマリッジはマイノリティがマジョリティと出
会うチャンスの度合いによって規定される構造レベルの事象であり、一方、結婚差別は家族・親族というパー
ソナルレベルの事象であって、両者は相互に独立した次元に位置しているためであるとする。社会構造レベル
と個人レベルの違いによる解釈の試みは、社会学的視点の有効性を示した好論とも言える。 
 「第５章 部落マイノリティに対する結婚忌避」では、結婚差別の問題の一所在として、現代の配偶者選択
メカニズムに注目している。差別意識などの部落要因のみならず、ある種の結婚イデオロギーに基づく内婚原
理も、インターマリッジのマイナス要因として機能していることを明らかにした。本章の趣旨は、結婚差別が
部落要因と配偶者選択メカニズムとが交錯するところで生ずることの主張にあり、また、部落要因のみに目を
向けてきた従来の研究の一面性を批判することにある。部落要因と配偶者選択メカニズムとの関係づけの論理
にやや詰めの甘さが見られたが、従来の研究の一面性を批判した点は十分に説得的である。 
 「第６章 結合関係の形成に向けて」は、インターマリッジ・カップル26組のインタビューを通して、結合
関係の諸条件を索出した事例研究である。カップル双方の家族・親族も絡む成功と挫折の生活史が分厚く記述
されている。そこから索出された結婚差別を生じさせない条件とは、当事者同士の絆の強さ、自立した親子関
係、「部落」の相対的な価値づけ、結婚以前の履歴効果、説得のための能力と社会的資源、パーソナル要因など
である。インフォーマル関係に限定した分析が徹底的である分、社会構造との関連の考察の弱さが認められる
点は否めない。また方法的にも、分析における生活史データの扱いにもうひと工夫欲しいところであった。し
かし、マイノリティ集団のメンバーからリアルな生活史を聞き取ることの困難性に鑑みれば、論者の努力の跡
は十分認めるし、また、テーマに即した論考としての結果の妥当性も十分に保持されている。 
 なお、本論文には「補論 部落マイノリティに対する忌避・差別解消のために」が付されている。これは、
経験科学の「接触仮説」を部落問題に適用する試みである。自前のデータなどを検討した結果、たしかに部落
に対する偏見・忌避を軽減させる要因として、この仮説は有効であった。補論は、接触仮説の信憑性を補強し
た理論的貢献にとどまらず、部落問題の解決に繋がる知見の索出という本論全体の目的に照らしてみても、意
義ある研究と言える。 
 以上の知見をまとめた「終章 ＜共生＞関係の形成に向けて」では、被差別部落の存在に肯定的価値が見出
される社会を可能にするには、日本社会の多様性、異質性が積極的に承認されるシステム構築が必要不可欠で
あると指摘し、そのための今後の研究課題として、社会経済的不平等へのアプローチ、差別とメディアの関係、
およびマイノリティ施策の国際比較研究などをあげて本論を締め括っている。これにより、本研究が政治･経済
次元と意識の関係の分析に関してなお課題を残している点が、論者によって十分自覚されていることを確認する。 
 本研究は、エスニシティ論の視座から日本の被差別部落研究に取り組んだ野心作である。しかし、このよう
な「開放系としての被差別部落研究」は伝統的な部落研究には馴染みが薄いだけに、その有効性をめぐって今
後さらに議論が必要であるし、そのための問題提起こそが論者の意図するところでもあろう。本論文は、被差
別部落の研究に新たな地平を切り拓いたフロンティア的研究として、今後当分の間、斯界の議論を牽引するこ
とが期待できる。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
